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はるひ野夏フェス2023
①開催⽇︓2023年8⽉12⽇（⼟） （学校閉庁⽇）
②開催場所︓はるひ野⼩中学校 校庭
③来場者数︓2,706⼈

④コンテンツ︓ステージは空⼿演武・ベリーダンス・バンド・ビンゴ⼤会など
出店は企業出店・キッチンカーなど 19時からの花⽕で終了

⑤推進メンバー
10歳代から70歳代までの
ボランティア（100⼈以上）

3ヒートアップ



はるひ野夏フェス2023

Google Formで受付画面を作成

来場者数カウントの⽅法

会場⼊⼝ 本部

参加⼈数、年齢層、
居住地などを
スマホから⼊⼒

⼊⼝に2次元
バーコードを表⽰

来場者速報を
リアルタイムで
報告＆分析
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はるひ野カレッジ
（通称 はるカレ）

①今までと違った「町内会イベント」を企画
・町内には、さまざまな知識やスキル、才能を持った⽅々が在住
・はるひ野町⺠による町⺠のための講座を開設

⼤⼈のための勉強会
②会場に集合＋Zoomオンラインでのハイブリッドで開催
③今までに3回実施

・宇宙⼯学のお話（⼤学で開発している⼈⼯衛星について）
・発酵⾷（免疫⼒アップ、アンチエイジング）

・依存症の予防と回復（お酒のトリセツ、アルコール依存症の実際と回復）
④「既存のイベントに不参加」の⽅々が、「おもしろい」と参加している
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年代別懇親会
①狙い

顔の⾒える住⺠同⼠の交流活性化 ／ 防犯・防災対策向上（住⺠同⼠のつながり強化）
②場所︓町内会事務所

③参加⽅法︓回覧上の2次元バーコードにより参加登録
④参加費︓1千円（それ以外は町内会負担）
⑤開催実績︓40歳代、50歳代、60歳代の計3回を開催済

・2⽉に70歳代以上を開催予定
⑥今後の予定︓20歳代、30歳代を開催継続、その後に再度40歳代（2巡⽬突⼊へ）

⑦重要なルール
町内会執⾏部への勧誘は⾏わない（回覧上にも明記）
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はるひ野縁⽇
①開催⽇︓2023年11⽉11⽇（⼟） （今年度）
②開催場所︓こもれび公園、いろどり公園、⿊川よこみね緑地の3か所（個⼈宅無し）
③主催︓イベント部会

④出店例
ガレージセール（⼦ども服、絵本、おもちゃなど）、⼿芸品・家庭 雑貨、趣味の
サークル活動紹介、花苗販売 など

⑤毎回⼯夫・変更しながら開催
⑥「街全体を会場」とした、はるひ野らしい誰でも参加できるイベントとして育てていく
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まちづくり本部
①設⽴︓2022年
②⻑期プランで、⾃主的に「まちの在り⽅」を検討

・はるひ野に今住んでいる⽅々は、⾃分たちで考えて「まちを創り上げた」訳ではない

区画、住宅地であることなど＝与えられたもの
現在満⾜している⽅が多いが、これからも満⾜は続くのか︖

・「将来は、はるひ野も限界集落」（⼤半が後期⾼齢者︖）になる︖
・・・と⾔って会⻑就任時に住⺠を脅した︖（2019年定期総会にて）

⇒ 「⾃分たちの住む場所をどうしたいか」を主体的に考える⽅向で動き出した

③はるひ野の将来を考え始めると、その周辺も気になって、新百合ヶ丘駅周辺や
⿇⽣区全体の将来がどうあるべきか・・・と検討が広がってくるはず

④「はるひ野2040」とは、設⽴時に誕⽣した乳児が成⼈(18歳)になるときをゴール
にしたため
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まちづくり本部
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近⽇中にA3版で掲⽰板に掲出予定



ニューイヤーコンサート
①開催⽇︓2024年1⽉28⽇（⽇）
②開催場所︓はるひ野⿊川地域交流センター
③当町内会単独でミニコンサートを開催
④⾼いクオリティを実現
・プロ3名による本格的コンサート
・グランドピアノを持ち込み など

NEW
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組織運営のポイント・特徴
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①「安全・安⼼な街」を維持
②「住⺠同⼠が顔の⾒える街」化を推進
〜 防犯・防災観点からの重要事項

③「楽しくなければ町内会ではない」を推進
〜 町内会関与者を増やすためにも⼤事

基本⽅針 町内会として「必須」「継続していく」機能・活動
部会として活動
（※）対外的に「本部」名が必要な組織は「本部」とする
・住⺠のみなさんが、順番に担う
・それぞれの部会参加者内で、部会⻑を選出

町内会をさらに「魅⼒ある組織」にする機能・活動
委員会（プロジェクト）として活動
・中⼼となる住⺠を会⻑が委員⻑として指名
・会⻑が委員会創設を承認し、委員⻑が役員会に創設報告、
活動が終了した時点で解散
・⾃主的に参加いただける住⺠のみなさんで推進
・町内会会員以外の参加も「可能」
・町内会が運営上の必要経費を負担
次年度委員会の経費を想定し、該当年度の総会にて承認より参加しやすい町内会に
夏フェス、20周年記念、はるカレ、ニューイヤーコンサートなど



12

⼼がけていること

１）楽しくなければ町内会ではない

・参加者も楽しく

・主催者・協⼒者側も、もちろん楽しく

２）参加者・協⼒者の参加ハードルを、最⼤限に下げる⼯夫


